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第 12 回東アジア空港同盟（EAAA）年次総会の開催 

日中韓の主要な空港会社の経営幹部が一同に会する「第 12 回東アジア空港同盟（EAAA）年次総会」を、

当社がホストとして開催することになりました。各社の代表経営幹部級による経営者会議では、各社の近

況報告やテーマに関する意見交換が行われます。 

 

【開催概要】 

○ テ ー マ ：  「環境面で持続可能な新しい空港戦略」 

               “ New Strategy for Environmentally Sustainable Airport“ 

空港に係る環境への取組みについては航空機騒音、大気質・水質保全などの空港周辺における課題

のみならず、省エネ対策、温室効果ガス排出量削減などのグローバルな問題への対応も重要になってき

ている。昨今の技術革新や環境を取り巻く世界的な動向を踏まえ、空港における環境負荷低減活動や

新たなエネルギーの効率利用等、継続した取組みを目指すための戦略のあり方を検討する。 

 

○ 開催時期 ：  2013 年 10 月 10 日（木）09：00 から 

 

○ 場 所 ：  関西空港会議場（ホテル日航関西空港内） 「鶴の間」 

 

○ 出 席 者 ：  50～60 名程度（各社代表経営幹部級と事務方） 
 

 

【EAAA とは】 
East Asia Airports Alliance: 東アジア空港同盟）の略称で、東アジア、すなわち日中韓の大規模国際空港運営に

共通する課題の解決に共同で取り組み、東アジア圏における空港および航空サービスの向上に資するため、2001

年 12 月に設立された組織。 

現在、13 社が加盟し、年 2 回の会議（コーディネーター会議および幹部級が出席する年次総会）を開催。ホスト空

港は持ち回りで、2013 年度は当社がホストを務める。 

 

※加盟空港会社 総計 13 社 

＜日本＞計 5 社 

・新関西国際空港㈱・成田国際空港㈱・日本空港ビルデング㈱・中部国際空港㈱・東京国際空港ターミナル㈱ 

＜韓国＞計 2 社  

・仁川空港公社（IIAC) ・韓国空港公社（KAC)     

＜中国＞計 6 社  

・首都机場集団公司（CAH・北京）・上海机場集団有限公司（SAA)・広東省机場管理集団公司（GAMC・広州） 

・香港国際機場 (AAHK)・澳門国際機場専營股份有限公司（CAM・マカオ） 

・大連国際机場股份有限公司（DLIA)  
 

 

 

 

 
 

お問い合わせ 

国際・事業連携室企画調整グループ 

北林・渡辺 TEL072-455-2093 



 

第12回東アジア空港同盟（EAAA）年次総会 プログラム 

 

テーマ：「環境面で持続可能な新しい空港戦略」 

 

2013年10月10日（木） 

9:00-9:15 開会 

 開会挨拶 

新関西国際空港株式会社 代表取締役社長 安藤圭一 

 祝辞 

9:15-10:45 基調講演 

 Thai AirAsia CEO Mr. Tassapon Bijleveld氏 

 東京大学大学院経済学研究科 大橋弘教授 

10:45-11:00 記念撮影 

11:00-17:30 経営者会議等（非公開・取材不可） 

※プログラムは変更となる可能性もございますので、ご了承下さい。 

 

【基調講演者 略歴】 

■タサッポン・ビジュルヴェルド氏 (Mr. Tassapon Bijleveld)（Thai AirAsia CEO） 

ワーナーランバート・タイ、フォーチュン500社に名を連ねるアダムス（タイ）・モンサ

ント（タイ）、また、ワーナーミュージック（タイ）等の勤務を経て、2003年、タイ・

エアアジアにCEOとして加わる。急激な経済発展を遂げるタイにおいてタイ・エアアジア

の運営を一手に担っている。 

 

■大橋弘氏（東京大学大学院経済学研究科 教授） 

ブリティッシュ・コロンビア大学商学部助教授、東京大学大学院経済学研究科助教授・

准教授、ミュンヘン大学客員准教授を経て、2012年に東京大学大学院経済学研究科教授

となり現在に至る。専門分野は産業組織・競争政策・科学技術イノベーション政策。 

交通政策審議会 航空分科会 臨時委員、（独）経済産業研究所 プログラムディレク

ター、公正取引委員会 競争政策センター主任研究官等としての活動にも携わる。 


